
承認頂きたいこと
①全会員にお伝えする

◇経営者の皆様に参加頂きたいと全会員にDMを郵送
◇詳細にやり方をお伝えする法定教育の受講申込書も同封

全員受講頂けるように下期検討に活用 早期提出にご協力ください
②伝わったことを確認する 会員、行政、協会 一体で推進

◇安全経営あいち賛同書の提出数で確認
■6月11日、9月17日セミナー(無料) 双方に 参加者変更OK

又は■法定教育(有料) 安全管理者選任時 or 安全衛生推進者養成
を受講頂けたら賛同書の提出をお願いしてまいります

賛同書は それぞれの会場で当日にお渡しします
◇経過を分会に報告する過程で会社名が出ます ご了解ください。

◆受講者数 625名 200社 40%に１４次防が伝わった

R7総会決議 “ 全会員に伝える”セミナーへの参加依頼

課題 ６０％ 350社へ１４次防をお伝えする

１４次防を次の観点でお伝えします 6月と9月
①全体を診てリスク管理 最先端の考え方(安全経営あいち)
②難しい課題には一社単独でなく共同で やり方（⻄尾モデル）

セミナー
2,3ページ

１４次防
下ページ

申込書
４ページ
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昭和以降 ３番⽬の分岐点と⾔われる⾃律的安全管理、
その中核を担う リスクアセスメント

及び 義務化第1号の化学物質・・・織り込みの国の１４次防
⽬標値あり(実施率８０％) 全産業対象・・が特徴

今後 経営に大きく影響してきますので
１４次防を 全会員にお伝えします



6月11日
化学物質
事例多用
RAセミ
ナー

国の第１４次防止を受けた
⻄尾労働基準協会 安全衛生５ヶ年計画

⻄尾 公表事業場数

80％

会員は100％実施
難しい課題への
早期対応には

一社単独を避けて
共同活動で推進

会員
⻄尾はモデル完成済み 本当にありがとうございました

西尾はモデルと組織で全会員・全産業展開

⻄尾２％
フラグシップ
の役割を果たす
意気込みで 30

万

⻄尾の企業は
安全の考え方が
しっかりしている
だから大きな災害が出ない
…を目指して

成果の
評価

分会主催

協会主催

行 政

R5 ２０２３ R6 ２０２４ R7 ２０２５ R8 ２０２６ R9 ２０２７

通達・指針 労働局、労基署経由で 強力に推進

2023年2月24日
⻄尾労働基準協会

RAセミナー

ボード
配布

強調
月間
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化学物質
全事業場“義務”

義務化の新しい化学物質を１年内に形にして 来期から全体に戻る

2024は周知 2025は実施 CDを駆使して
１年内で化学物質を形にしましょう

2026は
全体に戻る

安全相互確認会
安全相互確認会

RAセミナー

法定安全教育

⻄尾モデルⅡ
化学物質CD

⻄尾モデルⅠ
CD配布 法定安全教育

⻄尾モデルⅢ予定 全分野

①自律的安全管理のベース

リスクアセスメント普及

②化学物質実施事業場目標

〜２０２７年８０％

14次防

９月17日
リスクアセ
スメントは

俯瞰

経営者 参加の声掛け



参加のご案内
参加無料

日時 令和７年６⽉１１日(水) 13:30ー16:15（受付開始︓13︓０0）

主催︓ ⻄尾労働基準協会
後援︓愛知労働基準協会
共催︓岡崎労働基準監督署⻄尾⽀署

会場 にししん⽂化会館（⻄尾市⽂化会館）⼩ホール
定員 ２００名
募集 令和７年４⽉１日〜６⽉４日

■プログラム
あいさつ 安全部会 部会長 13;30

岡崎労働基準監督署西尾支署 支署長
第一部 リスクアセスメントセミナー１3:40ー 協会
第二部 全国安全週間説明会 西尾 15:40ー 監督署
※説明資料は、１週間前６月４日西尾協会HPに載せます 当日配
布はありません

各位

■参加申込方法
1。愛知労働基準協会WEB

愛知県全域向け
２。厚生労働省WEB

⻄尾会員向け

6月１１日セミナー
◆自律的安全管理

・将来、見直し等のロスを発生させない記録方法
で最初から実施することが大切
範囲拡大時を見据えて検討/検証済み

・その考え方は
危険源と作業の関りを調べてマネジメント

新しい化学物質管理もこの考え方で記録
添付A3参照

◆義務化となった 新しい化学物質管理
１年以内に形にできるポイントを事例でご紹介
集中して行えば１週間で形に 早くて３日

化学物質って何？と悩んで時間を費やしている
関連会社に手っ取り早く伝え、実行に移す手段
としてこの事例は有効



俯瞰 高所から下方を見渡す
広い視野で物事を捉える

経営ツールであり必要なのは
経営者の賛同

◆今がどうか 全体を把握してる
リスク管理してる

安
全

品
質

環
境

生
産
性

パ
ワ
ハ
ラ

健
康

火
災
爆
発

他

『何をやる』は
スタートではなく
「今がどうか」を

把握することがスタート

「今」の把握で「何を」が
自ずと決まる

危
険
源

◆化学物質も全体の中の１つ

化
学
物
質

従業員の
安全が数字
でわかる

◆リスクで診る
程度の大きさと発生の可能性で
可視化できる

◆何をやる ハイリスクより対処
RAを通じPQCDSMEはひとつにできる

安全経営あいち

これが全体構造
分野と危険源で体系化が可能 体系のテーマは漏れなし

体系で体制化すると効率的 多くの事業場に有効

９月17日のセミナーは 2026全体に戻るのキックオフとして
権威の濵田氏を講師に招聘して実施 6月に案内予定
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申込書
は裏面

安全経営
あいち
協賛





国の推奨教材は
ばく露推定値がでる
クリエイトシンプル

国が提示する
化学物質の記録方法

化学物質も『危険源』『作業』『マネジメント』型
ただ一点一葉の記録方法 500案件あると５００枚



化学物質を１年以内に形にする 推奨する記録方法

有害性
健康

危険性
爆発火災

外部
環境

どの切削油
が良い？

生産性/品質
⻄尾が推奨する“型” 記録方法は

『作業』と『危険源』の
関りを調べて『マネジメント』

※全ての分野で共通

赤が当社として
足らないところ


